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な
い
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り
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提

起
と
、
企
業
の
革
新
に
対
す
る
姿
勢
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度
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捉
え
方
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す
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成
熟
度
を
診
断
す
る

　
成
熟
度
を
高
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
会
社
の
成
熟
度
の
状
態
を
客
観
的
に

評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
成
熟
度
を
把
握
す
る
た
め
に
「
会
社
の

成
熟
度
診
断
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
活
用
し
て
、
成
熟
度
を
診
断
す
る
ポ

イ
ン
ト
を
整
理
す
る
。

⑴
「
成
熟
度
診
断
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
体
験

　
成
熟
度
は
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
会
社
の
状
態
」
お
よ
び
「
会
社

の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
判
断
軸
）」
か
ら
評
価
さ
れ
る
。
革
新
す
る
「
会
社
の

状
態
」
を
構
造
的
に
整
理
す
る
と
、
社
会
に
対
す
る
価
値
の
創
造
を
主
導
す
る

「
経
営
理
念
」
が
根
底
に
あ
り
、
革
新
を
推
進
す
る
「
プ
ロ
セ
ス
志
向
」、
一
体

感
を
醸
成
す
る
「
組
織
能
力
」、
そ
し
て
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
「
問
題
発
見
・

解
決
姿
勢
」
に
よ
っ
て
、
革
新
が
促
進
さ
れ
て
い
る
状
態
と
考
え
ら
れ
る
（
36

ペ
ー
ジ
の
図
参
照
）。

経営理念 あるべき姿

当事者意識
（社員への浸透と共感）

課題認識と
具体的な取り組み

現実の姿

ギャップ
（問題の「見える化」）

〈成熟度向上への革新モデル〉

50

　
ま
た
、「
会
社
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
判
断
軸
）」
は
、「
経
営
理
念
・
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
浸
透
」
を
基
軸
に
、

「
顧
客
本
位
」「
人
財
育
成
」「
独
自
能
力
」
の
4
つ
の
視
点
か
ら
、
8
つ
の
要
素
へ
と
判
断
軸
が
展
開
さ
れ
る

（
39
ペ
ー
ジ
の
図
お
よ
び
44
ペ
ー
ジ
の
図
参
照
）。

　
一
方
、「
企
業
と
は
“
社
会
的
な
シ
ス
テ
ム
”
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
組
織
を
構
成
す
る
人
や
部

門
、
あ
る
い
は
上
司
や
部
下
、
さ
ら
に
は
自
社
だ
け
で
な
く
外
部
組
織
が
、
互
い
に
影
響
を
与
え
合
っ
て
、
価

値
を
創
造
し
て
い
る
（
40
ペ
ー
ジ
参
照
）。
従
っ
て
、
例
え
ば
「
会
社
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
判
断
軸
）」
を
構

造
的
に
考
え
れ
ば
、「
経
営
理
念
・
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
浸
透
」
の
評
価
レ
ベ
ル
が
高
け
れ
ば
、「
顧
客
本
位
」「
人

財
育
成
」「
独
自
能
力
」、
さ
ら
に
は
8
つ
の
要
素
の
評
点
も
高
く
な
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
現
実
的
に
は
、
そ

の
よ
う
に
な
ら
な
い
。

　
実
際
に
、
巻
末
の
「
成
熟
度
診
断
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
実
施
す
る
と
、“
自
分
が
考
え
て
い
る
成
熟
度

の
レ
ベ
ル
”
を
客
観
的
に
把
握
で
き
る
だ
け
で
な
く
、“
自
分
自
身
が
チ
ェ
ッ
ク
し
た
評
価
結
果
”
と
“
構
造
的

な
（
論
理
的
な
）
評
価
の
体
系
”
が
、
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
皆
さ
ん
に
は
、
第
二
章
を
読
み
進
め
る
前
に
、
巻
末
194
ペ
ー
ジ
の
「
成
熟
度
診
断
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

を
自
分
自
身
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
成
熟
度
の
意
味
を
体
感
し
て
も
ら
い
た
い
。

第二章 成熟度を高めるために51



2．社会に認められる経営理念
　経営理念の社会性に加えて、会社における浸透・共感の状態を評価する。

チェック項目 記入欄
①経営者は、率先垂範して「経営理念に基づいた活動」をおこなってい
る。

②経営者は、経営理念の意義や重要性を社員に語り伝えて、その実践を
求めている。

③社員は、日常の業務において、経営理念に基づいた活動が大切である
と認識し、自らの行動を革新している。

④一見、対立する事象や考え方であっても、上位概念である経営理念か
ら解釈して、融合する取り組みをおこなっている。

コメント レベル評価

3．経営ビジョン・戦略目標の設定と実行プロセス
　経営計画の策定プロセスに加えて、全社一丸となって目標達成に向けて取り組む状
態を評価する。

チェック項目 記入欄
①会社として、中期・短期の経営ビジョンに加え、財務の目標だけでな
く、顧客・社員・業務プロセスに関する戦略目標が設定されている。

②戦略目標は、各部門の部門目標に展開され、部門目標を達成するため
の部門戦略課題と達成方法が、明確に設定されている。

③実行計画の立案に当たっては、計画を実行する当事者が、必要な情報
にアクセスでき、計画の立案・決定まで参画している。さらに、実行
計画の進捗管理もおこなっている。

コメント レベル評価
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4．卓越した顧客価値の創造
　会社は顧客に選ばれて成り立っているという認識に基づいた、顧客価値を創造する
プロセスの状態を評価する。

チェック項目 記入欄
①会社として、顧客毎に要望・期待に違いがあることに気付き、顧客の
要望・期待を分析することによって、新しい顧客価値が創造、提供さ
れている。

②一人ひとりの社員が、卓越した顧客価値を創造するために、主体的に
顧客の情報を収集している。

③会社として、事業の 3要件（顧客は誰か、提供する価値は何か、差別
化のための技術・仕組みは何か）を認識して、価値提供のプロセスが
革新されている。

コメント レベル評価

5．独自能力の構築と外部ネットワークの活用
　外部ネットワークを巻き込んで、独自能力を構築している状態を評価する。

チェック項目 記入欄
①会社として、「顧客から選ばれ続けている理由」の背景にある「独自能
力」を、業務プロセス、組織や社員の能力、企業文化等の視点から分
析、「見える化」することによって、全社で共有されている。

②提供すべき価値を創造するために、過去の成功体験にとらわれず、部
門間の垣根を越えた全体最適を目指して、業務プロセスが革新されて
いる。

③経営理念を共有することを通じて、外部ネットワークを巻き込み、独
自能力の強化に向けた取り組みがおこなわれている。

コメント レベル評価
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